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要 旨 

目的： 

29,875 人の女性を有する前向きコホートを用いて乳がん診断前の飲酒と乳がん再発及

び乳がん死亡との関連を検討した。 

 

方法： 

早期乳がんと診断された女性は 1,052 名。臨床上あるいは生活習慣・社会経済的な既知

の危険因子を評価し、多変量解析にて調整因子として用いた。 

 

結果： 

乳がん診断後の追跡（中央値 6年）において、乳がん診断前の飲酒と乳がん再発との間

に中等度ではあるが有意な関連が確認された。初回調査時の飲酒量においてアルコール 1

単位（＝アルコール換算 10ｇ）/日以下の群と比べて、＞2単位/日の群のハザード比（HR）；

95%信頼区間（95%CI））は 1.65； 1.02–2.67 であった。また累積飲酒量でみるとアルコー

ル 0－10 ドリンク・年（1ドリンク・年＝アルコール 1単位/日×1年間）以下の群と比べ

て、＞40 ドリンク・年の群の HR は 2.02（95%CI, 1.06–3.85）であった。乳がん死亡の結

果は同様に、飲酒量とともにリスク上昇を示唆したが統計的に有意ではなかった。 

 

結論： 

飲酒は乳がんの発症の危険因子であるだけでなく、発症後の予後にも関与していること

が示唆された。特定の臨床像（乳がんの亜型、エストロゲン受容体陽性など）とアルコー

ルとの関連は認めなかった。 

 

 

 


